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筆者は数聞に汎り本誌上に兵庫県産金亀子虫相調査 I K o胞に産する毒事になる。
資料を発表して来たが未発表の諸亜科に及ぶ前に今迄1 l I I . A. rugosostriatus W  ATERHOUSE ( スジマグ y
発表して来たもの L 関係分の内美の後の調査研究の結| コガネ〉
菜種々訂正、追加の点が出来て来たので上記表題の下| 京種は原認識にも神戸は産地として掲げてある
に此処に其れ等を発表したい。多数の資料を提供下さ 1 (Trans. Ent. Soc. London， p. 92. 1875. Japan)。
った柏原高校、山本義丸氏、兵庫農業短期大学、石岡| 筆者自身は神戸で採集した事は無いが石田氏に依り加 〆

裕氏、京大、和国義人民及び吉阪道雄氏の諸氏に厚< 1 古川で採集された標法を貨ひ受けて居る、右閏氏の談
御礼申し上げる。 1 1 ' 1 : : . 依れば加古川附近には普通に産するとの事である。
1. Onthophagus fodiens W  ATERHOUSE ( フトカド| 体慕褐色艶がある。
エシマコガネ〉に就いて 頭部、頭楯は細く、前者には疎に点刻される。

広種は O. ater W  ATERHOUSE ( クロマJレエシマコガ| 前縁は僅に母子、する隆起を有す。官官胸背の側縁・前
ネ〉と良く似た種であるが前者の麹翰には絢く浅い縦| 縁角は淡褐色。麹翰は前方後方ほぼ同lt富。小楯板は墓
毒事を具え議中に様の凹陥を具え、間宣言には小J点、刻を散 1 : 方界平行で先端は尖る。麹翰顕著に条韓刻され、趨翰
布し、斜の著しい組織を装ひ短毛を有するのに反し、 | 先端近く側方は淡色である加古川、 3 Exs.， V  -1955、
治謹は関室には小点刻を散布して居るのみで斜の縦鍛 I 2  Exs.， 1 5 -Vlf-1953、2 Exs.， 5 -Vlli-1954)。
は全然無いので麹絡は艶や Lかに見える。菰苦E胸背に I 3. Aphodius brachysomus SOLSKY の記載
ある三角形の隆起の後方向側はや L外縁後半に平行な| 前回 A. impunctatus W  ATERHOUSE として同定し
隆起線と連ならずや L襲警臨し隆起全体が前者より著し| たものが突は A. brachysomus SOLSKY の事である事
ぃ。前者と混じて産するが低体数は少い様であるが産| は氾して置いたが京種は WATERHOUSE 氏に依り A.
する。次の地点で採集して居る。川西市ーの烏麗 ( 1 1  major としてH iogo は記録されて居るくTrans. Ent. 
t. 2 2 -vl: -1952)、神戸市山の街( 2 t古、 30ーIVー 1 Soo. L ondon p. 80、1875)。 記載としては八幡民が
19問、 1 t. 17-V-1953、 1 古、 1 6 - Y - 1閉め。 1 発議されて震るので〈虫の世界、 IV、 9/10 p. 13、
2. Aphodius 腐 4穫の記録 1  1941) 此処には簡単に記載して置く。
1. A .  atratus WATERHOUSE ( グロツヤマグソコ| 体幅広く背面強く椀欣に湾曲す。黒色や L 艶があ

ガネ〉、広穫は原記載 (Trans. Ent. Soc. Londn， p. 
倒 . 1875)にH iogoは産地として魔げ丈あるが其の後| 頭との境界部に 3箇の療状隆起を有す。前胸背は中央
採集された事を知らない。原記載よりすると細長き祷| 側縁に於て広がり、前縁後縁に向い狭搾す。後縁角は
円形、幾分扇平、黒色艶あり。頭部には明らかに点刻| 梢々凹入す。
を鮒し、頭楯には円形の摘を有する麹翰に条線刻| 両側及翻縁取らる。前縁時褐色の縁を有ナ。稜
の縦畿を有す。条鶴刻間室は明らかに点刻を有して居| 状板は基部に於いてその嶋略々並行なるも、先端. Y ) に
る縦条鶴の一つ一つは点刻状であるが平滑に見える。 Iて急に狭まる。麹翰には却の点刻列よりなる九条の
][. A. lewisi W  ATEROHTTSE ( リユイスマグロガ| 点刻録制、開室時々隆起し、徴純なる点刻を先く

料、雄帥根氏に依り図説されて居るく昆跡、 | 装ふ。脚鴻色、各関節は赤褐色を針。ただげを
J[ 114. p. 391. p¥. 2. f. 2. 1943)。氷の山で中根| 採集して居るだけなので〈淡路岩屋、 1 O 、30ーIV一
氏に依り記録されて居る。 1 1943) 産出状況はわからない。
I!l. A. nigriotesEeIlatus MOTSC町凶KY ( クロモ I4. Anomala difficilis WATERHOUSE の産地

シマグソコガネ〉、 LEWISがA. variabilis W  ATERHOUSE I  本径はA . lucens ( ツヤコガネ〉に良く似たた種で
としてJe録されたものであるが能長記録されたもので| あり A. lenzi Cνγチコ汗ネ〉と称して居られた種の
あるが従来A溺1されて居た A.
leleguttatusの事で A. variabi1is = A .  nigrotesslIatus Iち体制長く頭部大に突出する限を有す。
は全然別E重である、英士L故 A. nigrioteEseIlatus は | 上面責題色にして強き緑色の光沢あり。麹鞘叉賞褐
※兵庫県産金亀子虫相資料1 .
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に至る、艶あり滑らかである。神戸附近では此の黒化
型も割合得られる。一方♀の方は古と比してや L 円球
を帯び一般に淡色のものが多い。腹部は殆んど黄色、
頭楯は黄色。
頭部は両側黒色にて中央は三角形に黄色を呈する、

前期反は黄色にて中央に 2大泉絞、側臓に各 1個の小
泉紋と計4個の黒紋を有するが稀に商倶憾のものは消
失する。小楯板及び趨翰は全黄色を呈する次第に腹部
黒化、前背板の 4 黒紋は次第に大きくなり黒化に世づ
く頭腐は前頭部との会線近くに 2主義紋を表わし頭部の
三角形の黄色部に次第に小さくなるが趨鞠は依然黄
色、稀に麹翰黒化のものが出現すると云うが比の様な
ものは現在の蹄筆者は得て麗らぬ。
7. Miricliva castanea ( W  A四 RHOUSE) (ク D イロコ

ガネ〉について
前に Lachnosterna castanea ( W  A四 RHOUSE) とし
て記録した種は村山博士に依ると〈稿鮮金亀子図説、
第一巻、 1954)、 蝕角 9節なる事に依り Miricliva 属
に移されたのでよ記の如き学名になるがやはり本種は
県下に産する事は疑わしい。
8. Cetoniinae 通科2種の畝h
1. Rhomborrhina polita W  ATERHOUSE ( タロカ

ナプシ〉、
神戸附近では稀であるが、氷上郡産次の標訟を山本

氏より街聴与頂いた同地では割合産する様である。氷
上郡柏原( 1 ♀、 6 -VlIl-1955、 1 ♀、25一四一1955)、
黒井町( 1 O. 5  -VlIl-1955、 1♀、 1D-VlIl-1955).
市島(1♀、 3 -1j']]l-1955)、妙高山口♀、 5 -VlIl-
1955)。
1I. Protaetia cataphracta ARROW ( ムラナキツ

ヤハナムグ 9). 
本種の産地は前の報文に於いて六甲のみを産地とし
て掲げて置いたが県下妻5首都湯村に於いて飛期中の 1
♀を採集したので (27-i'J{-1952) 此処に産地として
報告する。 (Feb.-1956)

調書鵠浅い。顕部は体に上むし大きし勤慌の前縁上反
し、 E向背反中央に短き縦滞状の回線あり、麹翰は賞揚
色にして精緑色の光沢を呈す。線条は浅くして精強言争
点却を列状に存す。尾節桜は精密なる環状の細点刻を
有し上尚せる長毛に具ふ。県下に於けるま蟻はほとん
ど無かった様に恩われるが六甲山に於いてはや L 普通
に産し ( 1 O  l - W - 1 9 5 5、吉限氏、 13o O .  5 ♀♀ 
10一四一1955、筆者〉、 英の他の地では山本氏に依り
朝来郡段ケ峯( 1 o、 7一四一1953)、 美方郡氷の山
(1♀、 2 2 -11I-1953)で採集されて震る。尤も兵庫は
LEWIS 民に依り 1895年に記録されて居る。
Anomala octiescostata B四 MEI釘 ER Cヒラタア
オコガネ〉の産地

述誼の産自状況に就いては今迂抑らなかったのであ
るが山窓義丸氏の御教示に依り六甲山に於いてフジと
かヤナギとか種々の樹種に五月若手壊して居る事を知り
得た。御教示並びに標本の御恵与に対して山本氏に厚
く御礼申し上げる。原詰裁くBurm; Handb. lV、I、
p.243、1844) に 11 A  c o m m o n  species; it appears 
with the first w a r m  days spring" と警かれて居る
〈六甲山、 1 色、 2 ♀♀、 1 5 - Y - 1 9 5 4、山本氏、 34
o o、37♀♀、 8 - Y - 1 9 5 5、筆者〉。
6. Anomala cliversa WATERHOUSE ( クスチャコガ

ネ〉と A. pubicollis W  ATERHOUBE ( ナラノデヤ
イロコガネ〉

A. pubicollis W  ATERHOUBE ( ナラノチヤイロコガ
ネ〉は古く WATERHOUSE 氏に依り兵庫は記録されて
恩り、英の後 LEWIS 氏に依っても記録されて居るの
であるが筆者窓種の県下の産地は知らない、前報交で
奨谷蕗としたのは A. diversa W  ATERHOUSE ( クスチ
ヤイロコガネ〉の♀であるので此処に訂韮して置く。
A. cliversa は極く普通に産する種であり古♀の形態が
異って居り、亦色彩の変化も多い。古に於いては体形
細長く、全体長色を墨し普通麹翰は黄褐黄色、会合鵠
及び周縁のよ反部極く細く黒色を塁する。麹翰はさら
に側縁及び先端部より次第に暴色部多くなり遂に黒化

5. 

【佳所及び勤務先変更】

変更なし
神戸市東灘区御影町県御影高

川池小学校
山手小

東灘区御影町郡家下リ 20.9
西宮市鳴尾町松の茶屋
御室長高校
明石市上の丸 1の418
P  桜町 1 二宮方

多紀葉国際山町
1I '1 東浜谷

(157ページヘ〉

県鳳鳴高
県篠山農高

- 1 20.ー

変更なし
グ

(161ページより〉

戸支部
八尾精一
島国都
野中保一車1¥
三 宅茂
山口寿美男
総支部
樋口繁
矢野泰
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